
熊本県健康福祉部 健康危機管理課



■ 発生前の準備

■ 発生後の対応

■ 健康調査について

■ 課題と今後の対応





①「養鶏場等における高病原性鳥インフルエンザ発生に伴う対応指針」

（平成１９年２月 熊本県健康福祉部 健康危機管理課策定、平成２４年３月改訂）

②保健所における研修会、訓練の実施

（鳥インフルエンザ発生時の対応とPPE着脱訓練）

③鳥インフルエンザを想定した、畜産課との合同訓練（１回/年）



①発生地の防疫措置

２４時間以内の殺処分及び７２時間以内の埋却処分等

②移動制限、搬出制限

半径３ｋｍ以内の移動制限、半径１０ｋｍ以内の搬出制限

③消毒ポイントの設置

④調査・検査

疫学検査、発生状況確認検査など

⑤風評被害の防止、注意喚起の徹底



① 発生農場関係者等の疫学調査及び健康管理

② 防疫作業従事者の健康管理

③ 相談窓口の設置

・養鶏場従業員、防疫作業従事者からの健康に関すること

・住民からの鶏卵、鶏肉の安全性に関すること

④ 医療機関への連絡調整



健康福祉部対応体制

健康危機管理課

発生地保健所

発生地以外の保健所

・畜産課との連絡調整
・発生地保健所との連絡調整
・発生地以外の保健所との

派遣人員調整
・関係機関との連絡調整
・相談窓口の設置

畜産課

・熊本県鳥インフルエンザ
防疫対策本部 ・養鶏場従業員等の健康調査

・支援センターでの健康調査
・必要人員の把握、派遣要請
・防疫作業後の健康観察、

要観察例発生時の措置

・支援センターへ人員派遣
・防疫作業後の健康観察、

要観察例発生時の措置

保健環境科学研究所
・ＰＣＲ検査

県医師会
・情報提供

厚生労働省

連絡

連絡調整
連絡調整

派遣要請





・通報日時：平成２６年４月１２日 １５時３０分

・通報内容：家禽舎５棟のうち１棟での死亡数の増加

４月１１日 ７０羽死亡

４月１２日 ２００羽死亡

・養鶏場所在地

①熊本県球磨郡多良木町（発生農場） 56,000羽

②熊本県球磨郡相良村（飼養者が同一の農場） 56,000羽



熊本市
（県庁）

相良村
（飼養者が同一の
農場）

多良木町
（発生農場）

発 生 地
保健所



周辺農場の状況

 移動制限区域（３ｋｍ以内） ４戸 ３６,６６１羽

 搬出制限区域（３～１０ｋｍ） ４１戸 ２２５,８３０羽

支援センター



15:30

4/11(金) 

4/12(土)

18:50

多良木町農場 70羽死亡

同農場 200羽死亡

農場から家畜保健衛生所へ
異常家きん等の通報

家畜保健衛生所が立ち入り検査

20:45 簡易検査で鶏10羽のうち6羽が
鳥インフルエンザ陽性

21:30 「熊本県鳥インフルエンザ
緊急防疫対策準備会議」開催

健康福祉部

畜産課から健康福祉部へ
連絡

22:30 防疫対策に係る準備・指示

・発生地保健所へ連絡

・健康調査チーム派遣準備



4/13 (日)

県庁から県職員第1陣96人が
多良木町へ出発

7:40 県職員第2陣96人が県庁出発

8:00 PCR検査で2羽/10羽 H5陽性
⇒疑似患畜確定

9:00 「第1回熊本県鳥インフルエンザ
防疫対策本部会議」開催

10:30 防疫作業開始

4:10

健康福祉部

6:30 防疫作業者の健康調査開始
（支援センター）

【健康調査チーム】
事務 １名
医師 １名
保健師 ３名
薬剤師 １名

２チーム/8時間毎

農場関係者の疫学調査及び
健康観察開始
（発生地保健所）



4/14(月) 

19:20

相良村農場の全56,000羽の
殺処分終了

多良木町農場の全56,000羽
殺処分終了

3:50

17:00 高病原性鳥インフルエンザと確認

4/15(火) 

19:00 多良木町農場の埋却処分終了

防疫作業者の健康調査
（支援センター）

【健康調査チーム】
事務 １名
医師 １名
保健師 ３名
薬剤師 １名

２チーム/8時間毎

6:00 陸上自衛隊約170人が到着



7:30 相良村農場の埋却処分完了
⇒すべての埋却終了

4/16(水) 

H5N8亜型 確定

農場関係者の健康観察終了

防疫作業従事者の健康観察終了

防疫作業者の健康調査
（支援センター）

13：35 支援センターでの健康調査終了、
撤収
⇒各保健所における防疫作業
従事者の健康観察へ

県医師会へ対応状況について
情報提供

8:35 自衛隊撤収

4/17(木) 

18:00

4/24(木) 

4/26(土) 

4/17(木) 

5/8(木) 
知事終息宣言9:00





① 発生農場関係者等への健康管理（発生地保健所）

・発生時の健康調査

・発生後１０日間の健康観察

② 防疫作業従事者への健康管理（本庁、県内保健所）

・防疫作業前後の健康調査

・防疫作業後１０日間の健康観察





①対象者
・農場関係者 ４名

②調査方法
・発生地保健所職員による面談３名、電話１名

③タミフル予防内服
・４名全員に実施

④健康観察期間
・４月１３日（日）から１０日間

⑤健康観察項目、方法
・検温（１日２回）、症状を記録用紙に記載
・保健所職員が確認

４
名
全
員
の
健
康
状
態
に
異
常
な
し
。





県職員
（うち、警察）

市町村 ＪＡ等 建設業
協会

国機関
（農政局等）

自衛隊 計

2,357人
（400人）

723人 89人 84人 82人 900人 4,235人

※ 4月13日（日）8時00分の疑似患畜確認後、殺処分・埋却処分までの

72時間の総動員数

※ 作業内容

発生農場の防疫対応、消毒ポイント、支援センター、現場事務所、後方支援



・本庁及び県保健所（１０ヶ所）から派遣

・チーム構成

医師 １名、保健師 ３名、薬剤師 １名、事務 １名

・１クール８時間交代、２４時間対応

・１クールあたり２チーム、延べ２０チーム派遣



支援センター（体育館）

入口

健康調査 防疫作業服着衣

休憩・防疫作業服着衣 発
生
農
場

バ
ス
で
移
動



① 受付

② 問診票記入、体温測定

③ 保健師による問診など

④ 医師による問診など

① 受付

② 問診票記入、体温測定

③ 保健師による問診など

④ 医師による問診など

⑤ 薬剤師によるタミフル投与

作業前 作業後

防疫作業服着衣、作業

帰宅



〔会場全景 〕



〔会場全景 〕



支援センターにおける防疫作業従事者の健康管理

〔受付案内表示〕
〔防疫作業従事者の問診受付〕



支援センターにおける防疫作業従事者の健康管理

〔防疫作業従事者による問診票記入〕



支援センターにおける防疫作業従事者の健康管理

〔保健師､医師による問診〕



支援センターにおける防疫作業従事者の健康管理

〔薬剤師による服薬指導〕

〔獣医師､薬剤師による防護服
着脱要領の説明〕



作業前

・体温測定
・１週間以内のインフルエンザ罹患
・インフルエンザ予防接種の有無
・現在の病気の有無
・慢性疾患の有無
・薬物アレルギーの有無
・免疫不全の有無
・喘息の有無
・現在の体調について

作業後

・体温測定
・作業後の体調について
・タミフル内服希望の有無
・タミフル処方



体調不良にもかかわらず無理をして作業に従事したり、通常
のインフルエンザに感染した者が作業に従事して混乱を生じる
ことがないよう、以下を目安として作業従事の適否を総合的に
判断する。

【体温】：３７．５度以上は否とする
【血圧】：収縮期血圧が１８０㎜Ｈｇ以上は否とする
【インフルエンザ予防接種の有無】：無の場合も適とする
【その他】：総合的に判断する

（養鶏場等における高病原性鳥インフルエンザ発生に伴う対応指針H24.3月改正 より）



健感発第1227003号平成18年12月27日厚労省結核感染症課長通知
（平成20年5月12日一部改正）

（１）感染鳥類等と直接接触し、その際に適切なＰＰＥを着用していなかった者

イ．抗インフルエンザウイルス薬の投与
感染鳥類等と直接接触し、その際に適切なＰＰＥを着用していなかった者の明示
の同意が得られた場合については、予防投与が行われるようにすること。

（２）適切なＰＰＥを着用した上で、感染鳥類等と直接接触した者

イ．抗インフルエンザウイルス薬の投与
適切なＰＰＥを着用した上で、感染鳥類等と直接接触した者の明示の同意が得ら
れた場合については、予防投与が行われることが望ましい。



・本人が希望した場合

・本人が希望しない時は、作業後の健康調査で医師が
必要と判断し、本人の同意が得られた場合
（作業中、適切なＰＰＥを着用していなかった場合など）



健康観察結果



①対象者：養鶏場での防疫作業従事者

②作業中または作業後の体調不良者 計２名
気分不良１名、不整脈１名（いずれも安静のみにて回復）

③タミフル予防内服
・１，５１８人中１，０４８人に実施

④健康観察期間
・防疫作業終了後１０日間

⑤健康観察

・検温（１日２回）、症状を本人が記録用紙に記載

・気になる症状がある時は最寄りの保健所へ連絡

・健康観察終了後、記録用紙は所属長がまとめて当課へ提出

県職員 ＪＡ等民間団体 市町村職員 九州農政局等 計

１，１５８人 ８４人 ２０６人 ７０人 １，５１８人



健康観察結果

要観察例件数 ０件
（定義：38℃以上の高熱、急性呼吸器症状）

相談件数 １８件

発熱 ８件感冒症状等 １０件

かかりつけ医受診 ５件自宅で経過観察 ３件

うち、Flu簡易キット検査実施
２件（陰性）

全員回復

うち、Flu簡易キット検査実施
１件（陰性）



■作業従事者への事前説明

（作業内容や防疫服についてなど）

作業に関してどんなリスクがあるのか自覚がないまま

作業に入ったため、ＰＰＥの適正な着用が徹底されな
い場面があった。

■ＰＰＥ着脱指導員の確保

作業中のＰＰＥ適正使用を徹底するために、作業者に
対して十分な説明を行う指導員の確保が必要。



■ 作業不適の判断基準及びタミフル投与基準の統一

医師間で判断基準が共有されていないことは、作業者
の健康管理に差が生じることになる。

■ 支援センターにおける労働衛生環境の整備、

救護スペースの確保

今回は幸いに作業中に体調変化があった者は少なかっ
たが、今後救護スペースの確保は必要。

また、感染防御以外に防寒対策などの労働環境の整備
も重要である。



■未発生時から動員の対象としない職員を把握しておき、発生時
には動員対象外とする（１次スクリーニング）。

■保健師による問診（２次スクリーニング）後、作業不適基準に

当てはまる者のみ医師の問診（３次スクリーニング）を行い、

健康調査の効率化を図る。

■未発生時における訓練（防疫服着脱訓練、鳥インフルエンザ

疑い患者搬送訓練など）、関係機関との連携強化

健康観察について

平常時について



■本県で初めて高病原性鳥インフルエンザの発生を
経験した。

■防疫作業従事者及び農場関係者に対する健康
調査を実施し、感染を疑わせる者は認めなかった。

■発生後の現場は非常に混乱し、感染防御対策が
徹底できていない場面があった。

■対応指針の改定に従い、今後、ＰＰＥ着脱の適正使用
の指導を徹底するなど各保健所における訓練を強化
する。


